
十
一
日
か
ら
十
六
日
、
芝
田
町
画

廊
で
「
漫
画
展
～
中
国
か
ら
の
引
き

揚
げ
・
少
年
た
ち
の
記
憶
～
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

引
揚
げ
体
験
や
満
州
時
代
の
子
ど

も
の
視
点
か
ら
、
生
き
生
き
と
ら
え

て
い
る
と
好
評
で
し
た
。
「
亡
く
な
っ

た
兄
や
妹
に
会
え
た
気
が
し
た
」

「
終
戦
時
の
中
国
を
思
う
と
胸
が
痛

む
思
い
で
す
」
「
マ
ン
ガ
で
伝
え
る

こ
と
は
大
変
素
晴
ら
し
い
」
「
悲
惨

な
体
験
の
中
で
も
、
美
し
く
明
る
い

マ
ン
ガ
に
な
っ
て
い
る
」
「
日
本
軍

の
弾
圧
風
景
や
引
き
揚
げ
の
悲
惨
さ

が
あ
ま
り
伝
わ
ら
な
い
」
「
赤
塚
不

二
夫
の
『
カ
ラ
ス
の
大
群
』
が
印
象

的
で
し
た
」
「
一
点
で
も
原
画
を
見

た
か
っ
た
」
「
戦
争
だ
け
は
し
て
ほ

し
く
な
い
、
平
和
を
守
る
努
力
を
す

る
の
は
大
人
の
責
任
だ
と
思
う
」
な

ど
た
く
さ
ん
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
漫
画
展
は
日
中
友
好
協
会
創

立
六
十
周
年
・
中
国
か
ら
の
引
き
揚

げ
六
五
周
年
を
記
念
し
て
企
画
さ
れ
、

あ
し
か
け
三
年
に
わ
た
り
全
国
各
地

を
巡
回
し
、
引
き
揚
げ
体
験
者
や
そ

の
関
係
者
、
家
族
や
知
人
な
ど
か
ら

感
動
の
声
が
あ
が
り
、
多
く
の
方
々

か
ら
好
評
を
博
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

日
本
の
植
民
地
「
満
州
」
か
ら
、

子
ど
も
の
こ
ろ
引
き
揚
げ
の
体
験
を

し
て
、
後
に
漫
画
家
と
し
て
大
成
さ

れ
た
方
々
が
、
中
国
か
ら
の
引
き
揚

げ
に
焦
点
を
絞
っ
た
作
品
群
を
創
作

さ
れ
、
日
中
友
好
協
会
主
催
の
ユ
ニ
ー

ク
な
展
覧
会
の
実
現
に
至
り
ま
し
た
。

漫
画
展
の
成
功
の
た
め
、
各
種
団

体
や
個
人
か
ら
多
額
の
協
賛
金
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
漫
画
展
を
鑑
賞
さ

れ
た
方
は
二
百
名
を
超
え
ま
し
た
。

尖
閣
諸
島
の
領
有
を
め
ぐ
っ
て
、

暴
力
破
壊
行
為
に
ま
で
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
、
日
中
間
に
緊
張
が
激
化
し
て

い
ま
す
。
そ
の
後
の
報
道
で
は
、

「
日
中
理
性
取
り
戻
せ
」
と
中
国
知

識
人
が
ネ
ッ
ト
署
名
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
反
日
デ
モ
の
さ
な
か
、

「
友
好
団
体
関
係
者
ら
戸
惑
い
」

「
感
情
的
対
立
、
悲
し
い
」
と
「
毎

日
新
聞
」
十
六
日
朝
刊
で
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
府
連
事
務
所
に
も
電
話
で

毎
日
新
聞
記
者
か
ら
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
「
『
話
せ
ば
分
か
る
』
と
い
う

私
た
ち
の
姿
勢
に
変
わ
り
は
な
い
。

草
の
根
レ
ベ
ル
で
交
流
を
続
け
た
い
」

と
応
対
し
た
事
務
局
の
声
が
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。
神
戸
南
京
町
商
店
街
や

中
国
残
留
婦
人
の
孫
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
研
究

員
か
ら
の
声
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
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満
州
か
ら
引
き
揚
げ
体
験
漫
画
展
開
催

悲
惨
な
体
験
を
美
し
く
明
る
い
マ
ン
ガ
に

府連通信

六
日
～
八
日
、
石
清
水
体
育
館

で
大
阪
西
支
部
主
催
の
太
極
拳
攻

防
基
礎
講
座
パ
ー
ト
Ⅳ
が
、
福
岡

か
ら
愛
知
ま
で
六
六
名

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今

回

の

テ

ー

マ

は

《
ふ
あ
ー
！
》
と
身
体

を
動
か
す
こ
と
で
、
肘

ま
る
体
操
や
ら
せ
ん
突

き
な
ど
の
基
本
功
を
み
っ

ち
り
練
習
し
ま
し
た
。

向
か
い
合
っ
て
攻
撃
と
防
御
を

交
互
に
行
な
う
対
練
で
は
、
二
四

式
の
形
を
使
っ
て
相
手
の
攻
撃
を

迎
え
ま
す
。
一
人
練
習
で

は
で
き
て
も
、
向
か
い
合
っ

て
攻
撃
さ
れ
る
と
、
な
か

な
か
上
手
く
受
け
切
れ
ま

せ
ん
。

ヌ
ン
チ
ャ
ク
の
練
習
や

横
受
身
、
対
練
な
ど
三
日

間
み
っ
ち
り
攻
防
の
基
礎

練
習
を
行
い
ま
し
た
。

ふ
わ
ー
を
テ
ー
マ
に
攻
防
基
礎
講
座

阪急梅田駅茶屋町出口から徒歩１分、

発音の基本から文法、日常会話の完成をめざす、

親切丁寧な授業が特徴です。途中入学もＯＫです。

10/1～3/18 週一回・２時間授業・２０回

初心者から上級まで20数クラス有ります

入学金：18,000円、受講料：48,000円

南
京
平
和
の
旅
中
止
に
つ
い
て

十
一
月
に
予
定
し
て
い
た
平
和
の

旅
は
、
不
測
の
事
態
を
考
慮
し
て
中

止
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
理
解
下
さ
い
。

大
阪
府
連
・
常
任
理
事
会

残留孤児の生活は、新支援法により改善されまし

たが、中国「残留孤児」が死亡した後も、配偶者が

その生活水準を維持できるよう、新支援法を改正し

て、手厚い支援を求めて請願署名を集めています。

みなさんのご協力をお願いします。

中国「残留孤児」配偶者の
生活支援を求める請願署名！

秋の中国語講座へどうぞ

領
土
問
題
は
話
し
合
い
で
解
決
を

拡
大
理
事
会
の
開
催
に
つ
い
て

十
二
月
二
日
（
日
）
午
後
一
時
か

ら
、
新
谷
町
第
３
ビ
ル
原
水
協
会
議

室
で
拡
大
理
事
会
を
行
い
ま
す
。

支
部
役
員
と
会
員
対
象
で
、
中
国

情
勢
の
学
習
も
行
い
ま
す
。
終
了
後
、

交
流
・
懇
親
会
を
開
催
し
ま
す
。



中
国
の
歴
史
や
文
化
を
理
解
す
る
な

ら
、
西
安
だ
と
聞
い
て
い
た
の
で
今
回

訪
れ
ま
し
た
。

昔
は
長
安
と
い
わ
れ
、
人
口
８
０
０

万
人
の
大
都
市
で
、
文
化
・
教
育
の
街

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
０
０
の
大

学
・
学
生
数
１
０
０
万
人
、
街
に
は
若

者
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
小
学
校
の
授
業

が
終
わ
る
と
、
校
門
前
に
沢
山
の
保
護

者
が
お
迎
え
に
、
一
人
っ
子
政
策
で
教

育
に
は
、
お
金
を
か
け
て
い
る
と
い
う

印
象
を
受
け
ま
し
た
。

中
華
民
族
発
祥
地
の
一
つ
、
秦
、
漢
、

唐
等
中
国
史
上
最
も
盛
ん
な
三
つ
を
含

む
十
三
の
王
朝
が
西
安
に
都
を
お
き
、

ア
テ
ネ
、
ロ
ー
マ
、
カ
イ
ロ
と
と
も
に

世
界
四
大
文
明
古
都
と
称
さ
れ
て
い
ま

す
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
西
へ
の
起
点
の

城
壁
は
壊
さ
れ
、
小
さ
な
印
が
残
っ
て

い
ま
し
た
。

遣
唐
使
の
訪
問
な
ど
日
本
と
の
縁
も

深
く
、
興
慶
宮
公
園
の
阿
倍
仲
麻
呂
記

念
碑
や
、
青
龍
寺
の
空
海
記
念
碑
な
ど

は
、
日
中
交
流
の
足
跡
を
示
す
も
の
で

あ
り
、
高
松
塚
古
墳
の
色
彩
の
鮮
や
か

さ
は
、
こ
の
西
安
か
ら
学
ん
だ
も
の
と

い
わ
れ
、
ま
さ
に
日
中
文
化
交
流
発
祥

の
地
と
い
う
印
象
を
う
け
ま
し
た
。

二
〇
世
紀
最
大
の
発
見
・
世
界
遺
産

兵
馬
俑
は
、
１
９
７
４
年
井
戸
を
掘
っ

て
い
て
偶
然
見
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
面

積
二
万
平
方
キ
ロ
以
上
、
坑
の
中
に
人

間
や
馬
と
同
じ
大
き
さ
の
色
彩
「
俑
」

が
６
０
０
０
以
上
あ
り
、
現
在
も
ま
だ

発
掘
は
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

埋
蔵
文
化
財
の
関
係
で
西
安
の
地
下

鉄
は
一
路
線
、
来
年
も
う
一
路
線
開
通

予
定
で
す
。
中
国
の
大
都
市
は
す
ご
い

車
の
ラ
ッ
シ
ュ
、
交
通
マ
ナ
ー
の
改
善

が
大
き
な
課
題
で
す
。
（
平
松
悦
雄
）
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九
月
三
〇
日
、
西
支
部
定
期
総
会

が
台
風
接
近
の
風
雨
の
強
い
中
、
十

五
名
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

松
尾
豊
大
阪
府
連
理
事
長
が
「
国

交
回
復
四
〇
年
の
節
目

の
年
に
尖
閣
列
島
問
題

で
大
き
な
摩
擦
が
起
き

て
い
ま
す
が
、
日
本
が

正
し
い
戦
後
処
理
を
行

な
っ
て
、
双
方
平
和
的

な
外
交
交
渉
で
話
し
合

い
を
始
め
る
こ
と
が
必

要
だ
。
中
国
「
残
留
孤

児
」
が
死
亡
し
た
後
も
、

配
偶
者
が
そ
の
生
活
水
準
を
そ
の
生

活
水
準
を
維
持
で
き
る
よ
う
新
支
援

法
を
改
正
し
て
、
手
厚
い
支
援
を
求

め
る
請
願
署
名
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ぜ
ひ
大
き
く
広
げ
て
く
だ

さ
い
。
西
支
部
が
大
阪
府
連
の

中
心
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
来
賓

あ
い
さ
つ
。

西
支
部
創
立
五
十
年
記
念
・

中
国
東
北
部
平
和
の
旅
に
参
加

さ
れ
た
坂
本
さ
ん
は
五
歳
で
敗

戦
、
逃
避
行
か
ら
帰
国
ま
で
を

語
り
、
六
十
六
年
ぶ
り
に
長
春

の
妹
さ
ん
の
墓
参
が
で
き
感
謝
し
て

い
る
。
平
和
の
大
切
さ
を
実
感
し
て

い
る
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

恒
岡
さ
ん
は
「
太
極
拳
教
室
の
運

営
で
は
会
場
確
保
で
苦
労
し
て
い
る
。

社
会
の
変
化
で
若
者
の
参
加
も
少
な

く
受
講
生
も
減
少
し
て
い
る
が
、
近

畿
の
中
心
と
し
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
昨
年
の
合
宿
で

は
東
北
大
震
災
支
援
募
金
を
訴
え
、

会
員
か
ら
の
カ
ン
パ
も
含
め
二
十
万

円
を
宮
城
県
連
へ
送
り
ま
し
た
。
今

年
も
合
宿
も
計
画
し
て
い
る
」
と
発

言
。
二
名
の
五
十
年
会
員
に
似
顔
絵

と
寄
せ
書
き
を
贈
り
、
懇
親
会
で
は

初
参
加
の
坂
本
さ
ん
、
浜
口
さ
ん
、

多
胡
さ
ん
、
平
澤
さ
ん
を
か
こ
ん
で

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

西
支
部
総
会
・
新
入
会
員
坂
本
さ
ん
が
発
言

創
立
五
〇
年
の
旅
で
平
和
の
大
切
さ
を
実
感

滋賀支部・市村さん来賓あいさつ

表
題
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
は
違
和

感
を
覚
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
中

国
の
改
革
・
開
放
路
線
と
い
う
の
は

基
本
的
に
は
経
済
の
市
場
化
で
し
た
。

そ
れ
は
人
民
公
社
解
体
＝
農
村
改

革
で
あ
り
、
過
剰
雇
用
に
悩
む
国
有

企
業
改
革
は
後
回
し
に
し
て
、
個
人

経
営
・
私
営
企
業
・
外
資
系
企
業
と

い
っ
た
非
国
有
経
済
を
認
知
し
、
そ

の
活
力
で
経
済
全
体
の
足
腰
を
鍛
え

る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
は
ず
で

す
。こ

う
し
て
経
済
成
長
が
軌
道
に
乗
っ

た
か
ら
こ
そ
、
１
９
９
０
年
代
後
半

か
ら
国
有
企
業
改
革
が
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
重
点

企
業
は
国
が
押
さ
え
る
が
、
赤
字
企

業
や
中
小
企
業
は
思
い
切
っ
て
民
営

化
し
、
残
る
国
有
企
業
も
約
３
０
０

０
万
人
規
模
の
大
リ
ス
ト
ラ
を
断
行

す
る
。
こ
の
方
針
の
も
と
に
、
従
業

員
数
で
い
え
ば
、
国
有
を
中
心
と
す

る
公
有
企
業
は
１
９
７
８
年
の
九
九
、

八
％
か
ら
２
０
１
０
年
の
二
〇
、
五

％
に
激
減
し
、
国
有
企
業
に
限
っ
て

は
１
９
９
５
年
の
ピ
ー
ク
時
の
一
億

１
２
６
１
万
人
か
ら
２
０
１
０
年
の

６
５
１
６
万
人
へ
と
劇
的
に
縮
小
し

て
い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
変
化
は
表
面
的
に
は
、

「
国
有
企
業
が
民
営
企
業
を
圧
迫

（
国
進
民
退
）
」
な
ら
ぬ
「
民
営
企

業
が
国
有
企
業
を
圧
倒
す
る
（
国
退

民
進
）
」
証
拠
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

と
こ
ろ
が
今
、
「
国
進
民
退
」
が
大

問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

今
年
二
月
に
世
界
銀
行
と
国
務
院

発
展
研
究
中
心
が
共
同
で
作
成
し
た

『
２
０
３
０
年
の
中
国
』
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
報
告
書
は
、
改
革
・

開
放
の
三
〇
年
を
高
く
評
価
し
、
今

後
、
高
速
成
長
か
ら
中
速
成
長
の
時

代
に
入
る
が
、
２
０
３
０
年
ま
で
に

は
高
収
入
で
、
世
界
一
の
経
済
大
国

に
な
る
と
い
う
展
望
を
示
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
報
告
書
の
眼
目

は
、
改
革
を
怠
れ
ば
こ
の
よ
う
な
シ

ナ
リ
オ
が
破
綻
す
る
こ
と
を
警
告
し
、

構
造
的
改
革
を
提
言
す
る
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
大
規
模

な
景
気
刺
激
策
の
実
施
過
程
で
「
国

有
企
業
が
民
営
企
業
を
圧
迫
す
る

（
国
進
民
退
）
」
傾
向
が
強
ま
り
、

こ
の
歪
み
を
是
正
し
て
民
間
部
門
の

活
力
を
引
き
出
す
こ
と
こ
そ
持
続
的

成
長
の
鍵
と
な
る
、
と
主
張
し
て
い

る
の
で
す
。

こ
の
報
告
書
は
「
国
務
院
発
展
研

究
中
心
」
が
共
同
作
成
者
に
な
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
ま
だ
柔
ら
か
い
表
現

と
言
え
ま
す
が
、
「
国
進
民
退
」
を

め
ぐ
っ
て
は
す
で
に
中
国
が
「
国
家

資
本
主
義
」
の
領
域
に
あ
る
と
い
う

議
論
も
盛
ん
で
す
。
続
編
で
詳
述
し

ま
す
。

中
国
経
済
ト
ピ
ッ
ク
ス
③

副
会
長
・
山
本
恒
人

国
有
経
済
が
民
営
経
済
を
圧
迫
「
国
進
民
退
」
か
？

古
都
西
安
の
旅
・
空
海
の
記
念
碑
や
兵
馬
俑
へ

シルクロード起点

西安兵馬俑
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